
平成２８年３月１日 

四日市市立小山田小学校 

３月は、学年のまとめの月であり、別れの月でもあります。 
皆さんにとって今年はどんな１年でしたか？自分を高め、成長させることができましたか？

友だちと助け合い、何かをやりとげることができたでしょうか？勉強も学校生活もやり残しが

ないようにしっかりと取り組んで、次へのステップに備えてほしいものです。 

今の仲間と、今の教室で過ごす時間はわずかとなりました。残りの１日１日を大切にして、

友だちや先生との楽しい思い出を心に刻んでほしいと思います。 

特に、６年生にとっては、小学校に登校する残り日数は１４日となりました。３月１８日の

卒業式には、万全の体調で、胸を張り堂々とした態度で臨んでほしいと思います。 

 ２月２７日（土）に体育館で『６年生を送る会』を行いました。

インフルエンザの影響から十分な準備ができなかったところもあったと思

いますが、どの学年もこの日のために一生けんめい練習してきました。

保護者の皆さんが見つめる中、卒業を控えた６年生に「感謝の気持ちを伝

えたい」「楽しい思い出にしてほしい」との願いをこめて、練習の成果を発表

しました。会場準備や会の進行を務めたのは、５年生です。

３年生は、昔話『したきりすずめ』を劇にしました。元気な語りと楽しい

演技、雰囲気のある効果音など見どころ満載でした。昔の道具も使われてお

り、コントやダンスが会場を盛り上げてくれました。

４年生は、ゆずの『雨のち晴レルヤ』を歌とリコーダーで演じました。ど

の子も背筋をピシッと伸ばして、のどの奥まで見えるくらい口を開けて、元

気よく歌い上げました。勇気の湧いてくる歌声と演奏でした。

１年生は、国語で習った物語から『小山田くじらぐも』を劇にしました。

ステージを上手に使って、地上と雲の上を行ったり来たりしながら、元気い

っぱいに体操したり、かけ声に合わせてジャンプしたりしました。

２年生は、各自のイメージ（大きい、スゴイなど）を集めて『６年生って』

の詩にまとめ、声を合わせて元気いっぱい呼びかけたり、体全体で表現した

りしました。スクリーンに映る６年生の似顔絵もほほえましいものでした。

５年生は、チームワークのよい見事な集団ダンスにはじまり、創作した劇

『犬ぞうと不思議な旅』を演じました。途中で６年生を舞台上に呼んで、協

力しながらフナッシーワールドに向かう旅を楽しく表現しました。

在校生の気持ちに応えるように、６年生は『これまでの挑みとこれからの

挑み』と題して、この１年間を映像とメッセージで紹介しました。その後、

在校生を囲んで、６年生の代名詞であるキレキレのダンスを披露しました。

５年生の音頭で、学年が入り混じり、先生も参加した輪がいくつもでき、

楽しく『全校ダンス』を踊りました。皆の顔に笑顔があふれました。

最後の『引き継ぎ式』では、６年生代表から５年生代表に校旗が手渡され、

最高学年の役割と責任が伝達されました。

６年生を拍手で送りながら、楽しくて、心温まる送る会が終わりました。
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６年生のお兄さん・お姉さん ありがとう！ 



小山田小学校長 

今年度の小山田小学校の教育活動について、保護者の皆さんと児童（４～６年生）に協力し

ていただいた「保護者アンケート」「児童アンケート」の結果を報告します。別紙にグラフと

考察を載せましたので、ぜひご覧いただきたいと思います。 

皆さんからいただいた声を真摯に受け止めて、今後の教育活動に生かしていきたいと思いま

す。ご協力ありがとうございました。

年度末にうれしいニュースが入ってきました。

本校の PTA広報紙『おやまだ』が、四日市市 PTA連絡協議会の２０１５
年度PTA広報紙コンクールで、四日市市ホームニュース賞に選ばれました。
中日新聞（２月２７日）によると、市内の幼稚園、小中学校３９から応募

があったそうです。

広報部の皆さんが何度も集まり、時間をかけて丁寧に作り上げていただい

た『おやまだ』が高評価を得たことは、本当にうれしいことです。

おめでとうございました。（右の写真は、中日新聞の記事より）

小山田っ子は、高学年の先導のもと、長い道のりをまとまりよく並んで集団

登校をしているために、これまでに大きな事故にあっていません。 

しかし、小山田地区の通学路の中には、道幅が狭いために車道と歩道の区別

がつきにくい場所や横断歩道が設置されていない場所などがあり、通勤時の交

通量などを考えると決して安全といえない問題がありました。 

子どもたちがより安全に登下校するために、関係する地区の保護者の皆さん

や地域・関係者などと学校が協議を重ねてきました。 

県や市、警察などとも交渉し、山田町地内において、山田や鹿間、六名の児

童は、区画線の内側を歩くことになりました。なお、関係する保護者・児童に

は詳細を伝えてあります。 

特に、慣れないうちは、車や交通表示によく注意をして登校しましょう。 

また、横断する際には、左右をよく確かめて、恥ずかしがらずに高く手を上

げて、運転手に「横断します。止まってください」と合図を送りましょう。


